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震災伝承ネットワーク協議会発足からの主な動き

官による連携組織（県際を越え）

の推進を宣言

「産・学・官・民」連携組織を進言

一般財団法人
3.11伝承ロード推進機構発足

2019年1月 復興加速化会議

2018年7月 震災伝承ネットワーク協議会（発足）

2019年3月 震災伝承検討会における提言

2019年8月 新法人 発足

2022年2月 第8回協議会から復興庁参画（以降、構成員）

H30

H31

R元

R4

発足当時：復興祈念公園等ネットワーク協議会

2023年～ 復興加速化会議改編等、みらいに向けた動きが加速

5月28日 東北震災復興のみらいを語る懇談会
6月 7日 東北みらい地域づくりフォーラム
7月28日 国土形成計画（全国計画）閣議決定 1

＜検討会開催経緯＞
第１回 H30.12.11
第２回 H31.01.18
手交式 H31.03.04

R5



提示された取り組み内容と協議会の主な実績

第1回協議会で提示された取り組み 震災伝承検討会“提言”『期待される取り組み』

震災伝承施設登録制度
R5.8.31時点341施設登録

統一ピクトグラム
案内標識（R7まで）

商標登録
3.11伝承ロードⓇ
震災伝承施設Ⓡ

民間（機構）の取り組み
映像アーカイブ事業

東松島伝承ロードツアー 等

５年間の取り組み（主な実績）

時限的・取り組み不要等

NW協議会
R4まで10回

震災伝承施設交流会
R3開始、R4施設視察組込

R5県跨ぎの参加

既存取り組みとの連携
みちのく潮風トレイル 等

復興道路等インフラ概成
（活動・来訪の下地）

3.11伝承ロード構築

各種情報発信
HP、パンフ、イベント広報
世界防災フォーラム

東北管外イベントへの出展

今後対応が必要

Ⓡ
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１．震災伝承施設の活用
（１）震災伝承施設の公募・分類・管理

（２）震災伝承施設をつなぐ「３．１１伝承ロード」の構築

（３）震災伝承施設の情報発信

・多言語によるホームページ・パンフレット作成

・地域資源の情報も含めたソーシャルメディアの活用

（４）スタンプラリーの導入も視野に入れた施設カードの発行

（５）標章（ピクトグラム）の活用

・標章を用いた案内標識の設置

・標章を地図記号として活用

（６）震災伝承施設間の連携事業

・震災１０周年祈念事業の開催

・国営追悼祈念施設（仮称）の活用と連携

・毎年、発災日に祈念イベントの開催

（７）他地域における情報発信

・東京2020オリ・パラに合わせた情報発信拠点事業との連携

・ツーリズムEXPO（２０１９年：大阪開催）の機会活用

２．教訓のアーカイブ化
（１）震災伝承に関するアーカイブ化

・震災伝承施設のアーカイブ化

・震災を通じた防災関連施設の評価等のアーカイブ化

・災害復旧関連技術のアーカイブ化

・多様な主体の災害復旧活動のアーカイブ化

・語り部等のアーカイブ化

（２）既存アーカイブのプラットフォームの構築

・既存の資料やアーカイブの網羅的把握、整理（映像記録、防災に関する研究データ等）

・既存アーカイブへのアクセス方法がわかるプラットフォームの構築

３．防災力の強化
（１）防災に関する教育プログラムの提供

・企業向け防災セミナーの開催

・地域社会向け（自治体、学校等）防災教育・学習等の開催

・修学旅行等を活用した防災教育の開催

・語り部の育成と資格制度導入（震災伝承ﾏｲｽﾀｰ制度創設）

（２）津波に関する学術交流の促進事業

・世界防災フォーラムに合わせた事業協力

・国内カンファレンス事業の開催

（３）復旧活動体制の構築支援

・ICT、無人化重機の導入

４．交流促進による地域の活性化
（１）既存の取り組みとの連携

・「三陸ジオパーク」（太平洋沿岸の八戸市～気仙沼市間の自治体）

・「宮城オルレ」（宮城県）

・「みちのく潮風トレイル」（環境省）

・「日本の奥の院東北探訪ルート」（東北観光推進機構）

（２）観光コンテンツとしての活用

・旅行代理店や観光事業者との連携

・防災ツーリズム等のツアーの提案

（３）地域行事・イベントとの連携



５年間の取り組み （主な実績）

震災伝承施設登録制度
R5.8.31時点341施設登録

3.11伝承ロード構築 商標登録

統一ピクト・案内標識

ほか 震災伝承施設Ⓡ

ピクトグラムは商標登録Ⓡ

各種広報

既存取り組みとの連携

研修やツアー

施設間の連携・共有

NW協議会HP
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環境省_みちのく潮風トレイルHPより震災伝承施設交流会の状況

（一財）3.11伝承ロード推進機構HPより

ぼうさいこくたい出展
（2023.9 横浜市）



取り組み内容
＜＞は提言一覧の項目No.

現状 今後の方針（案）
備
考

広報資料の多言語化
＜１．（３）＞

パンフやパネルの多言語対応版が少ない インバウンドも意識して多言語化を拡大する

スタンプラリーの取り組み
＜１．（４）＞

道の駅スタンプラリーなど実績あり
伝承施設で行う場合の課題等の整理が必要

引き続き検討

施設カード作成
＜１．（４）＞

ダム、マンホールなど実績あり
災害伝承関係のカード作成事例を収集中

実現に向けて検討を進める

アーカイブプラットフォーム構築
＜２．（２）＞

様々なアーカイブサイトが存在 閲覧・検索が容易で、往訪のきっかけとなるような、
アーカイブサイトのネットワーク化（ポータルサイト
構築）に向けて検討を進める

語り部等のアーカイブ化
＜２．（１）＞
語り部の育成、資格制度等
＜３．（１）＞

震災伝承施設交流会の発言等から、重要性は認識
NW協議会として語り部に特化した対応は行っていない

ポータルサイトへの情報取り込み等も含め、引き
続き検討

観光コンテンツとしての活用
（旅行代理店や観光事業者との連携）

＜４．（２）＞

NW協議会として復興ツーリズム推進NWに参画
3.11伝承ロード推進機構が旅行業界等と定期的な会合
を設けて情報交換などを実施

一般の方、観光事業者等がニーズにあった施設検
索ができるような仕組みを検討する

ソーシャルメディアの活用
＜１．（３）＞

宮城県をはじめ、個別の動きあり ポータルサイトによる一元化を検討する

その他（１）
震災伝承施設交流会の発言

被災を伝えるだけでなく、災害を自分ごととして捉えてい
ただけるようなコンテンツへの変化を望む声がある

往訪のきっかけの１つとなるように、デジタル技術
等を活用した、よりリアルな学習コンテンツの構築
を検討する

その他（２）
施設や活動の維持・継続

震災伝承施設交流会の発言等から重要な課題と認識 引き続き検討

その他（３）
ネットワークのブランド化
（第１回協議会）

3.11伝承ロードの全国展開に向けて広報活動を推進 引き続き産学官民連携の下、東北内外での広報
活動を展開する
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震災伝承検討会「提言」に対する取り組みの現状と今後の方針（案）



令和５年度・令和６年度（継続）の取り組み内容

【１．震災伝承ネットワークの運営・３．１１伝承ロード形成】

取 組 項 目 取 組 結 果 概 要 備考

震災伝承施設ガイドブックの作成 情報収集、内容検討 Ｒ６継続

震災伝承施設交流会 （P7） 「震災伝承施設連絡会議」から名称を変更。※施設所在ブロック以外（他県）にも参加可能とし開催。
（Ｒ５実施状況 ９／７福島ブロック、１０／１青森・岩手ブロック、１０／３０宮城ブロック）
引き続き会を実施。

Ｒ６継続

震災伝承施設の募集・登録 （資料１ 参照）
引き続き、登録施設を募集。
第１１回震災伝承ネットワーク協議会で２４件追加登録決定。Ｒ５．８．３１時点で３４１件登録済み。
第１２回震災伝承ネットワーク協議会で ３件審議
（審議後新規登録予定 ３件、計 ３４４ 件予定）

Ｒ６継続

統一ピクトを用いた標識設置 （資料２ 参照） 案内標識整備計画フォローアップ Ｒ６継続

宮城サイクルツーリズムとの連携 震災復興・伝承みやぎルートのサイクリングマップ掲載中 Ｒ６継続

震災伝承施設との連携 施設ＨＰにピクトグラムを掲載（石巻市震災遺構大川小学校） Ｒ６継続

業界向け定期刊行誌への寄稿 月刊誌等からの依頼に対し寄稿。 Ｒ６継続

ＤＲＭ協会（カーナビ）との連携
第１１回震災伝承ネットワーク協議会で追加登録された第2分類、第3分類 １９件追加登録。
Ｒ５．８．３１時点で第2分類、第3分類 合計１８３件登録済。

Ｒ６継続

パネル展等の開催 （P8～） 第12回「震災対策技術展」東北（仙台市）、ぼうさい国体２０２３（横浜市）、第11回中部ライフガード
TEC2023（名古屋市）での震災遺物、パネル展示

Ｒ６継続

ホームページの管理運営 追加登録施設情報の更新。各伝承施設の新着情報の更新（週１回）。 Ｒ６継続

環境省等との連携 「みちのく潮風トレイルHIKING MAP BOOK」に震災伝承施設を掲載中 Ｒ６継続

国土地理院（自然災害伝承碑、地理院地図）との連携 地理院地図に震災伝承施設を掲載中 Ｒ６継続

○震災伝承ネットワーク協議会の取組方針に基づき、産学官民の連携により、震災伝承施設をネットワーク化しつつ、被災地の交流促進
や地域創生、防災力の強化を図る。
＜取組方針＞
１．震災伝承ネットワークの運営・３．１１伝承ロード形成
２．防災プログラムの基盤形成と開発
３．復興に向けた地方創生・地元支援
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【２．防災プログラムの基盤形成と開発】

取 組 項 目 取 組 結 果 概 要 備考

防災インフラロード マップ集の作成 情報収集、内容検討
Ｒ６継続

自然災害パネルの作成 近年の東北の主な災害パネルを作成・展示済。内容も随時追加
施設などからの貸し出しの要望に応じて貸与可

Ｒ６継続

防災啓発コンテンツや教材の作成 震災遺物の３Ｄ化による防災啓発コンテンツとしての活用を検討中
⇒「バーチャル震災伝承施設（仮称）」を検討中

Ｒ６継続

ＴＯＨＯＫＵわくわくスクール
出前講座の応募受付中 Ｒ６継続

小中学生向けコンテンツの作成 ＨＰにてキッズページ運営中 Ｒ６継続

【３．復興に向けた地方創生・地元支援】

取 組 項 目 取 組 結 果 概 要 備考

観光イベント情報の提供を実施 各県の観光情報を一元化するリンク集を作成。HPへ掲載。 （継続） １．のホームページ
の運営管理と統合

各種講演会等への開催支援 （継続） Ｒ６継続

令和５年度・令和６年度（継続）の取組み内容
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令和５年度 震災伝承施設交流会

震災伝承施設が直面する様々な課題について、第３分類の施設運営者らが一つのテーブルを囲み、
かつ、自由闊達な意見交換を通じ情報共有と交流・連携を図る

【対 象】第3分類の震災伝承施設 66施設
＜青森・岩手県ブロック：13施設＞【参加者27人】
日 時：10月2日
視 察：田老観光ホテル、田老防潮堤
交流会：シートピアなあど

＜宮城県ブロック：16施設＞【参加者38人】
日 時：10月30日
視 察：南三陸311メモリアル
交流会：南三陸ポータルセンター

＜福島県ブロック：5施設＞【参加者18人】
日 時：9月7日
視 察：いわき震災伝承みらい館
交流会：いわき中央台公民館

※R５から他県ブロックからの参加可に

＜青森・岩手県ブロック：田老防潮堤視察・交流会＞

＜宮城県ブロック：南三陸311メモリアル視察・交流会＞

＜福島県ブロック：いわき震災伝承館視察・交流会＞

＜学ぶ防災ガイド＞
（田老観光ホテル）

＜いわき語り部の会＞
（いわき震災伝承館） 7



【Ｒ５取り組み事例】 ぼうさいこくたい2023inKANAGAWAに出展

■令和５年９月１７日（日）～１８日（月/祝）、横浜国立大学（神奈川県横浜市）で開催。
■震災伝承NW協議会として、2021岩手県、2022兵庫県に続き、３年連続で出展。
■津波で壊れた道路標識などの実物を初めて展示。多くの方が興味を示す。
■松村防災担当大臣より、「東日本大震災の伝承は大事だ」とご発言。
■協議会ブースには２日間で約３００名（推定）の方が来場。

松村防災担当大臣への説明状況 8



【Ｒ５取り組み事例】 中部ライフガードTEC2023に出展

■令和５年１２月６日（水）～７日（木）、ポートメッセなごや（愛知県名古屋市）で開催。
■ブース来場者は２日間で約５００名（推定）。
■河村たかし名古屋市長が協議会ブースを視察。「過去の教訓をこれからの防災に活かすこと
は重要」とご発言。

河村たかし名古屋市長への説明状況

中部地方整備局長への説明状況 9


